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■当ファンドの仕組みは次の通りです｡ 

商 品 分 類 
追加型投信／内外／その他資産（ハイブリッド

証券） 

信 託 期 間 2018年６月29日から2024年５月24日までです。

運 用 方 針 

「Amundi Funds Ⅱ－ グローバル・サブオーディ

ネーティッド・ボンド Ｊシェアクラス」への投

資を通じて、主として世界各国のハイブリッド

証券に投資し、インカムゲインの確保と投資信

託財産の中長期的な成長をめざして運用を行い

ます。また、「ＣＡマネープールファンド（適

格機関投資家専用）」にも投資します。分配金

込み基準価額（基準価額（１万口当たり）に、

設定来の分配金（１万口当たり／税引前）の累

計額を加算した額をいいます。）が11,500円以

上となった場合は、速やかに安定運用に移行し

た後、繰上償還します。ただし、分配金込み基

準価額が11,500円以上となってから満期償還日

までの期間が短い場合には繰上償還を行いませ

ん。外貨建資産については、原則として為替ヘッ

ジを行い為替変動リスクの低減を図ります。 

主 要 運 用対 象 

みずほ・アムン

ディ グローバ

ル・ハイブリッ

ド証券ファンド

2018-06（限定

追加型／繰上償

還条項付） 

Amundi Funds Ⅱ － グローバ

ル・サブオーディネーティッ

ド・ボンド Jシェアクラス 

ＣＡマネープールファンド

（適格機関投資家専用） 

Amundi Funds Ⅱ 

－ グローバル・

サブオーディ

ネーティッド・

ボンド Ｊシェ

アクラス 

世界各国のハイブリッド証券

ＣＡマネープ

ールファンド

（適格機関投

資家専用） 

本邦通貨表示の短期公社債 

組 入 制 限 

投資信託証券への投資割合には制限を設けませ

ん。外貨建資産への投資割合には制限を設けま

せん。同一銘柄の投資信託証券への投資割合に

は制限を設けません。 

分 配 方 針 

毎決算時（年１回決算、原則毎年５月25日。休

業日の場合は翌営業日）に、原則として以下の

方針に基づき分配を行います。分配対象額は、

経費控除後の繰越分を含めた配当等収益と売買

益（評価益を含みます。）等の全額とします。

分配金額は、委託者が基準価額水準および市況

動向等を勘案して決定します。ただし、分配対

象額が少額の場合には分配を行わないこともあ

ります。 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

運用報告書 (全体版)  

第１期 （決算日 2019年５月27日） 

 
 
 
 
 

受益者のみなさまへ 

平素は格別のご愛顧を賜り厚くお礼申し

上げます。 

当ファンドはこの度、上記の決算を行い

ました。ここに、期中の運用状況について

ご報告申し上げます。 

今後とも一層のお引き立てを賜りますよ

う、よろしくお願い申し上げます。 

 

 

 

 

 

アムンディ・ジャパン株式会社 

〒100－0011 東京都千代田区内幸町１丁目２番２号 
お客様サポートライン 0120-202-900（フリーダイヤル） 

受付は委託会社の営業日の午前９時から午後５時まで 

ホームページアドレス：https://www.amundi.co.jp/ 
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■設定以来の運用実績 

決  算  期 基 準 価 額
(分配落) 

投資信託証券 
組 入 比 率 

純 資 産 総 額税 込 み
分 配 金

期 中
騰 落 率

（設 定 日） 円 円 ％ ％ 百万円

2018年６月29日 10,000 － － － 1,810

１期(2019年５月27日) 10,256 10 2.7 95.7 2,819

（注１）設定日の基準価額は設定時の価額（10,000円）、純資産総額は設定元本を表示しております。 

（注２）基準価額の騰落率は分配金込みです。 

（注３）当ファンドは運用成果の目標基準となるベンチマークを設けておりません。また、当ファンドと適切に対比できる参考指数はありま

せん。以下同じ。 

 
 
 
■当期中の基準価額等の推移 

年    月    日 
基   準   価   額 投資信託証券 

組 入 比 率  騰  落  率 

(設 定 日) 円 ％ ％

2018年６月29日 10,000 － － 

  ６月末 10,002 0.0 － 

  ７月末 10,160 1.6 97.4 

  ８月末 10,108 1.1 97.6 

  ９月末 10,124 1.2 98.9 

  10月末 9,973 △0.3 96.3 

  11月末 9,841 △1.6 97.1 

  12月末 9,805 △2.0 95.8 

2019年１月末 10,041 0.4 95.8 

  ２月末 10,156 1.6 97.1 

  ３月末 10,210 2.1 96.5 

  ４月末 10,367 3.7 96.8 

(期  末)    

2019年５月27日 10,266 2.7 95.7 

（注１）設定日の基準価額は、設定時の価額（10,000円）です。 

（注２）期末基準価額は分配金込み、騰落率は設定日比です。 
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【基準価額等の推移】 
 

 

設定日 10,000円 

第１期末 10,256円 

既払分配金 

（税込み） 
    10円 

騰落率 
   2.7％ 

(分配金再投資ベース) 
 

 
（注１） 分配金再投資基準価額は、収益分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンドの運用の実質

的なパフォーマンスを示すものです。 

（注２） 実際のファンドにおいては、分配金の再投資の有無や、ファンドの購入価額により課税条件が異なる場合もあるため、お客様の損益

の状況を示すものではありません。 

 
【基準価額の主な変動要因】 
上昇要因 
① 2019年初めから、市場センチメントが改善し資金流入に転じたことでスプレッド（国債との利回り格差）

が縮小したこと 
② 2019年３月以降、主要中央銀行が金融政策をタカ派からハト派姿勢に変更し、市場でも利回りを求める動

きが進んだこと 
 

下落要因 
① 2018年後半、株式市場の調整などを背景にスプレッドが拡大したこと 
② 2019年５月に米中貿易交渉が合意に至らず、市場でリスク回避の動きが続いたこと 
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【投資環境】 
＜世界ハイブリッド証券市場＞ 
当期の世界ハイブリッド証券市場は堅調な値動きとなりました。 
先進国のＧＤＰ（国内総生産）成長率が、2018年第２四半期から2019年第１四半期末にかけて減速の見通し

となったことで、主要中央銀行は金融政策をタカ派からハト派姿勢に転換しました。これを受け、債券市場で
は金利が急激に低下（債券価格は上昇）し、米国では10年国債利回りが２％台後半から前半まで低下しました。
また、当期は米中間の貿易摩擦や英国のＥＵ（欧州連合）離脱問題など地政学的緊張が高まりました。しかし、
利回りを求める動きが続いたことで社債市場は総じてプラスのパフォーマンスとなりました。 
 
＜日本短期国債市場＞ 
当期の短期国債市場では、日銀によるマイナス金利政策のもと、ＴＤＢ（国庫短期証券）３ヵ月物の利回

りは－0.14％前後の水準で始まりました。2018年10月以降、海外投資家によるＴＤＢへの買い需要を背景に
利回りは大幅に低下しました。その後、海外投資家の買い需要が後退したことでＴＤＢの利回りは上昇し、
－0.15％前後で当期末を迎えました。 
 
【ポートフォリオ】 
＜当ファンド＞ 
当ファンドは、世界各国のハイブリッド証券を主要投資対象とする外国籍投資信託「Amundi Funds Ⅱ－グ

ローバル・サブオーディネーティッド・ボンド Ｊシェアクラス」に投資を行い、インカムゲインの確保と投
資信託財産の中長期的な成長をめざして運用を行いました。当該投資信託証券への投資比率は高位を維持しまし
た。なお、円建の国内籍投資信託「ＣＡマネープールファンド（適格機関投資家専用）」にも投資を行いました。 

（アムンディ・ジャパン株式会社） 
 

＜Amundi Funds Ⅱ － グローバル・サブオーディネーティッド・ボンド Ｊシェアクラス＞ 
当期、当ファンドはリスク・リターン特性を維持しました。当ファンドのデュレーションは当期初からや

や短くなりましたが、利回りは当期初と変わらない水準に維持されました。地域別資産配分に関しては、欧
州への配分を減らす一方で、米国への配分を増やしました。セクター配分に関しては、金融、資本財・サー
ビス、公益事業について当期初からの水準を維持しました。劣後債に関しては、ＡＴ１債を含むＴ１債への
資産配分を減らす一方でＴ２債の資産配分を増やしました。当期における非金融セクターの劣後債への資産
配分は安定的でした。 

（アムンディ・アセットマネジメント（ロンドン支店）） 
 

＜ＣＡマネープールファンド（適格機関投資家専用）＞ 
当期、主として12ヵ月以内に償還を迎える地方債への投資により、安定した収益の確保を目指して運用を

行いました。 
（アムンディ・ジャパン株式会社） 
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【分配金】 
収益分配金につきましては、基準価額水準および市況動向等を勘案した結果、分配を行いました（分配金額

および分配原資の内訳につきましては、後記の「分配金のお知らせ」をご覧ください）。なお、収益分配に充
てず、信託財産内に留保した収益については、委託会社の判断に基づき、元本部分と同一の運用を行います。  
 
【今後の運用方針】 
＜当ファンド＞ 
当ファンドが主要投資対象とする「Amundi Funds Ⅱ－グローバル・サブオーディネーティッド・ボンド Ｊ

シェアクラス」の組入比率を引き続き高位に保ちます。また、「ＣＡマネープールファンド（適格機関投資家
専用）」にも投資します。 

（アムンディ・ジャパン株式会社） 
 

＜Amundi Funds Ⅱ － グローバル・サブオーディネーティッド・ボンド Ｊシェアクラス＞ 
足元の社債市場では、ファンダメンタルズ（基礎的条件）はおおむね良好ですが、テクニカル面では逆風

が吹くという強弱まちまちの状況が続いています。一方、最近の市場の下落を受けてバリュエーションは多
少改善しています。当ファンドは、社債市場における劣後債のセグメントに前向きな姿勢を維持しており、
低いデフォルト（債務不履行）率の中、安定したファンダメンタルズが継続するとみています。よって、引
き続き現在のポジションを維持する方針ですが、市場が上下いずれかの方向に振れた場合には、状況に合わ
せ適宜調整を行う考えです。 

（アムンディ・アセットマネジメント（ロンドン支店）） 
 
＜ＣＡマネープールファンド（適格機関投資家専用）＞ 
安全性重視の観点から、12ヵ月以内に償還を迎える債券への投資により安定的な運用を行います。 

（アムンディ・ジャパン株式会社） 
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■１万口当たりの費用明細  

項    目 

第１期 
(2018年６月29日 
～2019年５月27日) 

項 目 の 概 要 

金 額 比 率 

(a) 信 託 報 酬 77円 0.769％ 信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

( 投 信 会 社 ) (20) (0.197) 委託した資金の運用の対価 

( 販 売 会 社 ) 
 

(55) 
 

(0.542) 交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、 

購入後の情報提供等の対価 

( 受 託 会 社 ) ( 3) (0.030) 運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

(b) そ の 他 費 用 6 0.056 その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

( 保 管 費 用 ) 
 

( 0) 
 

(0.003) 海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の送金・

資産の移転等に要する費用 

( 監 査 費 用 ) ( 1) (0.009) 監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

( 印 刷 費 用 ) ( 4) (0.039) ファンドの法定開示資料の印刷に係る費用 

( そ  の  他 ) ( 0) (0.005) 信託財産に関する租税、信託事務の処理に要する諸費用等 

合    計 83 0.825  

期中の平均基準価額は10,071円です。 
 
（注１） 費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。
（注２） 消費税は報告日の税率を採用しています。 
（注３） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 
（注４） 各項目の費用は、このファンドが組入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）が支払った費用を含みません。 
（注５） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額(円未満の端数を含む)を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 

 

■期中の売買及び取引の状況（2018年６月29日から2019年５月27日まで） 
投資信託受益証券 

 
買       付 売       付 

口 数 買 付 額 口 数 売 付 額

国 
内 

 口 千円 口 千円

CAマネープールファンド(適格機関投資家専用) 3,579,597 3,600 － － 

外 
国 

（ルクセンブルク）  千ユーロ  千ユーロ

Amundi Funds Ⅱ−グローバル・サブオーディネーティッド・ボンド Ｊシェアクラス 24,362 24,482 2,678 2,709 

（注１）金額は受渡し代金です。 

（注２）単位未満は切捨てです。 
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■利害関係人との取引状況等（2018年６月29日から2019年５月27日まで） 

(1) 当期中の利害関係人との取引状況 

区   分 

当         期 

買付額等 
Ａ 

うち利害関係人
との取引状況Ｂ

Ｂ 
Ａ 

売付額等 
Ｃ 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ 
Ｃ 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％
投 資 信 託 証 券 3,181 － － 344 － －

為 替 先 物 取 引 9,283 26 0.3 12,099 67 0.6

為 替 直 物 取 引 3,083 67 2.2 346 45 13.0

 
(2) 当期中の売買委託手数料総額に対する利害関係人への支払比率 

項        目 当      期 

売 買 委 託 手 数 料 総 額 (Ａ) －千円 

う ち 利 害 関 係 人 へ の 支 払 額 (Ｂ) －千円 

(Ｂ)／(Ａ) －％ 
（注）利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは

クレディ・アグリコル銀行です。 

 

■組入資産の明細（2019年５月27日現在） 
(1) 国内（邦貨建）投資信託受益証券 

銘         柄 
当   期   末 

口     数 評  価  額 

  口 千円 

ＣＡマネープールファンド（適格機関投資家専用） 3,579,597 3,598 

合 計 
口 数 ・ 金 額 3,579,597 3,598 

銘 柄 数 <比 率> 1 <0.1％> 

（注１）< >内は、純資産総額に対する評価額の比率です。以下同じ。 

（注２）評価額の単位未満は切捨てです。以下同じ。 

 
(2) 外国（外貨建）投資信託証券 

銘         柄 

当   期   末 

口  数 
評   価   額 

外貨建金額 邦貨換算金額

（ルクセンブルク） 口 千ユーロ 千円

Amundi Funds Ⅱ−グローバル・サブオーディネーティッド・ボンド Ｊシェアクラス 21,683 21,956 2,693,420

合 計 
口 数 ・ 金 額 21,683 21,956 2,693,420

銘 柄 数 <比 率> 1 － <95.5％>

（注）邦貨換算金額は、当期末の時価を日本の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。 
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■投資信託財産の構成（2019年５月27日現在） 

項              目 
当      期      末 

評   価   額 比    率 

 千円 ％

投 資 信 託 受 益 証 券 2,697,018 95.2 

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 136,734 4.8 

投 資 信 託 財 産 総 額 2,833,752 100.0 
（注１）金額の単位未満は切捨てです。 
（注２）当期末における外貨建純資産（2,694,258千円）の投資信託財産総額（2,833,752千円）に対する比率は95.1％です。 
（注３）外貨建資産は、期末の時価を日本の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、2019年５月27日現在における邦

貨換算レートは、１ユーロ＝122.67円です。 

 
■資産、負債、元本及び基準価額の状況 

2019年５月27日現在 

項        目 当  期  末 

(A) 資 産 5,520,882,448円

 コ ー ル ・ ロ ー ン 等 53,787,081 

 投資信託受益証券(評価額) 2,697,018,286 

 未 収 入 金 2,770,077,081 

(B) 負 債 2,701,795,491 

 未 払 金 2,687,152,913 

 未 払 収 益 分 配 金 2,748,688 

 未 払 解 約 金 603,994 

 未 払 信 託 報 酬 10,059,843 

 未 払 利 息 137 

 そ の 他 未 払 費 用 1,229,916 

(C) 純 資 産 総 額(Ａ－Ｂ) 2,819,086,957 

 元 本 2,748,688,029 

 次 期 繰 越 損 益 金 70,398,928 

(D) 受 益 権 総 口 数 2,748,688,029口

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 10,256円

（注記事項） 

期首元本額 1,810,970,426円 

期中追加設定元本額 1,347,901,371円 

期中一部解約元本額 410,183,768円 

 

■損益の状況 

当期 自2018年６月29日 至2019年５月27日 

項        目 当    期 

(A) 配 当 等 収 益 58,432,757円

 受 取 配 当 金 58,613,064 

 支 払 利 息 △    180,307 

(B) 有 価 証 券 売 買 損 益 26,612,914 

 売 買 益 216,506,117 

 売 買 損 △189,893,203 

(C) 信 託 報 酬 等 △ 23,585,756 

(D) 当 期 損 益 金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 61,459,915 

(E) 追 加 信 託 差 損 益 金 11,687,701 

 ( 配 当 等 相 当 額 ) (△      9,483)

 (売 買 損 益 相 当 額 ) (   11,697,184)

(F)     計    (Ｄ＋Ｅ) 73,147,616 

(G) 収 益 分 配 金 △  2,748,688 

 次 期 繰 越 損 益 金(Ｆ＋Ｇ) 70,398,928 

 追 加 信 託 差 損 益 金 11,687,701 

 ( 配 当 等 相 当 額 ) (△      9,483)

 (売 買 損 益 相 当 額 ) (   11,697,184)

 分 配 準 備 積 立 金 58,711,227 

（注１）(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含み
ます。 

（注２）(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含
めて表示しています。 

（注３）(E)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、
追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

 
分配金の計算過程 
計算期間末における費用控除後の配当等収益（42,226,984円）、費
用控除後の有価証券等損益額（19,232,931円）、および信託約款に
規定する収益調整金（11,697,184円）より分配対象収益は
73,157,099円（10,000口当たり266円）であり、うち2,748,688円
（10,000口当たり10円）を分配金額としております。 
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■分配金のお知らせ 

決   算   期 第１期 

１ 万 口 当 た り の 分 配 金 （税 込 み） 10円 

◇分配金をお支払いする場合 
分配金は決算日から起算して５営業日目までにお支払いを開始しております。 

 
収益分配金に関する留意事項 

●分配金は、預貯金の利息とは異なり、投資信託の純資産から支払われますので、分配金が支払われると、その金額相当分、

基準価額は下がります。 

●分配金は、計算期間中に発生した収益（経費控除後の配当等収益および評価益を含む売買益）を超えて支払われる場合が

あります。その場合、当期決算日の基準価額は前期決算日と比べて下落することになります。 

また、分配金の水準は、必ずしも計算期間におけるファンドの収益率を示すものではありません。 

●投資者のファンドの購入価額によっては、分配金の一部または全部が、実質的には元本の一部払戻しに相当する場合があ

ります。 

ファンド購入後の運用状況により、分配金額より基準価額の値上がりが小さかった場合も同様です。 

 
【分配原資の内訳】 （単位：円・１万口当たり・税込み） 

項 目 
第１期 

（2018年６月29日～2019年５月27日） 

当期分配金        10 
 （対基準価額比率） （0.097％） 

 当期の収益        10 

 当期の収益以外        － 

翌期繰越分配対象額       256 

（注１）｢対基準価額比率｣は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なる点に

ご留意ください。 

（注２）｢当期の収益｣｢当期の収益以外｣は小数点以下切捨てで算出しているため、合計が「当期分配金」と一致しない場合があります。 
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Amundi Funds Ⅱ‐グローバル・サブオーディネーティッド・ボンド 
 

決算日 2018年12月31日 
（計算期間：2018年１月１日～2018年12月31日） 

 

■投資対象ファンドの概要 

ファンドの形態 ルクセンブルク籍投資信託 

主要投資対象 世界のさまざまなサブオーディネーティッド証券を投資対象とします。 

運用の投資方針 

・世界のさまざまなサブオーディネーティッド証券を投資対象とし

ます。 

主要投資対象は、サブオーディネーティッド証券、優先社債、優

先証券、コーポレート・ハイブリッド債等の転換社債およびCoCo

債（資産の50％を上限）を含みます。 

・資産の75％までを金融機関の発行する証券に投資することがあり

ます。 

・資産の10％までをその他の投資信託証券に投資することがあります。

・リスク軽減や効率的な運用等を行うため、デリバティブを利用す

ることがあります。 

・資金動向、市況動向等によっては、上記のような運用ができない

ことがあります。 

投資顧問会社 アムンディ・アセットマネジメント（ロンドン支店） 

＊作成時点において、入手可能な直前計算期間の年次報告書をもとに委託会社が翻訳・抜粋・作成しております。 
＊開示情報につきましては各クラス別の情報がないため、全てのシェアクラスを含むファンド全体の情報を開

示しております｡ 
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■費用の明細（2018年１月１日～2018年12月31日) 

項目 当期 

 ユーロ 

(a) 運用報酬 9,010,178 

(b) 成功報酬 18,756 

(c) 管理費用等 997,399 

(d) その他の費用 6,628,070 

合計 16,654,403 

 
■純資産計算書（2018年12月31日現在） 

項目 当期末 

 ユーロ 

資産合計 736,823,785 

有価証券 702,161,681 

預金 23,128,151 

未収利息 11,348,909 

未収追加設定金 185,044 

負債合計 9,795,527 

借入金 4,059,836 

為替予約取引評価勘定 2,710,901 

先物取引評価勘定 259,910 

スワップ取引評価勘定 625,678 

未払配当金 55,995 

未払解約金 946,535 

未払費用 1,134,450 

その他の負債 2,222 

純資産 727,028,258 

（注）各項目の金額の整数未満を四捨五入しているため、資産合計および負債合計並びに純資産が一致しない
場合があります。 
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ＣＡマネープールファンド（適格機関投資家専用） 

運用報告書 
≪第12期≫ 

決算日：2019年２月15日 

（計算期間：2018年２月16日～2019年２月15日） 
 

当ファンドはこの度、上記の決算を行いました。ここに、期中の運用状況についてご報告申し

上げます。 
 

■当ファンドの仕組みは次の通りです｡ 

運 用 方 針 
主として本邦通貨表示の短期公社債に投資し、安定した収益の確保をめざして運用を
行うとともに、あわせてコール・ローンなどで運用を行うことで流動性の確保を図ります。

主要運用対象 本邦通貨表示の短期公社債を主要投資対象とします。 

組 入 制 限 外貨建資産への投資は行いません。 
 
■最近５期の運用実績 

基   準   価   額 
決   算   期 

 
税 込 み 
分 配 金 

期   中 
騰 落 率 

債 券 組 入 
比   率 

純 資 産 
総   額 

 円 円 ％ ％ 百万円
８期（2015年２月16日） 10,077 0 0.0 79.2 5,683
９期（2016年２月15日） 10,077 0 0.0 66.6 4,511
10期（2017年２月15日） 10,067 0 △0.1 63.6 791
11期（2018年２月15日） 10,064 0 △0.0 65.3 770
12期（2019年２月15日） 10,055 0 △0.1 59.0 763

（注）当ファンドは運用成果の目標基準となるベンチマークを設けておりません。また、当ファンドと適切に対比できる参考指数はありませ
ん。以下同じ。 
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■当期中の基準価額等の推移 

基    準    価    額 
年   月   日 

 騰   落   率 
債 券 組 入 
比       率 

（期   首） 円 ％ ％
2018年２月15日 10,064 － 65.3
  ２月末 10,061 △0.0 65.3
  ３月末 10,061 △0.0 64.9
  ４月末 10,061 △0.0 64.6
  ５月末 10,060 △0.0 65.1
  ６月末 10,057 △0.1 59.0
  ７月末 10,057 △0.1 58.7
  ８月末 10,057 △0.1 59.4
  ９月末 10,056 △0.1 59.4
  10月末 10,056 △0.1 59.2
  11月末 10,056 △0.1 59.1
  12月末 10,055 △0.1 59.8

2019年１月末 10,055 △0.1 58.7
（期   末） 
2019年２月15日 10,055 △0.1 59.0

（注）騰落率は期首比です。 

 
■１万口当たりの費用明細  

第12期 

(2018年２月16日 

 ～2019年２月15日） 
項    目 

金 額 比 率 

項 目 の 概 要 

(a) 信 託 報 酬 1円 0.011％ 信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 ( 投 信 会 社 ) (1) (0.009) 委託した資金の運用の対価 

 ( 販 売 会 社 ) (0) (0.001) 交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、 

   購入後の情報提供等の対価 

 ( 受 託 会 社 ) (0) (0.002) 運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

(b) そ の 他 費 用 2 0.020 その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 ( そ  の  他 ) (2) (0.020) 信託財産に関する租税、信託事務の処理に要する諸費用等 

合    計 3 0.031  

期中の平均基準価額は10,057円です。 
 
（注１） 費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。

（注２） 消費税は報告日の税率を採用しています。 

（注３） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注４） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額(円未満の端数を含む)を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 
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■期中の売買及び取引の状況（2018年２月16日から2019年２月15日まで） 
公社債 

 買 付 額 売 付 額 
  千円 千円

451,015 － 
地 方 債 証 券

 (200,000) 
－ － 

国 内 
特 殊 債 券

 (300,000) 
（注１）金額は受渡し代金です。経過利子分は含まれておりません。 
（注２）単位未満は切捨てです。 
（注３）( )内は償還等による増減分で、上段の数字には含まれておりません。 

 

■主要な売買銘柄（2018年２月16日から2019年２月15日まで） 
公社債 

買              付 売              付 
銘               柄 金   額 銘               柄 金   額

 千円  千円
平成26年度第１回福岡市公募公債（５年） 300,702
平成26年度第２回千葉県公募公債 150,313

――――――― －

（注１）金額は受渡し代金です。経過利子分は含まれておりません。 
（注２）国内の現先取引によるものは含まれておりません。 

 

■利害関係人との取引状況等（2018年２月16日から2019年２月15日まで） 

当期中における利害関係人との取引等はありません。 
（注）利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。 

 

■組入資産の明細（2019年２月15日現在） 
公社債 

(A)債券種類別開示 
国内（邦貨建）公社債   

当            期            末 
残 存 期 間 別 組 入 比 率 区  分 

額 面 金 額 評 価 額 組 入 比 率
う ち Ｂ Ｂ 格
以下組入比率 ５ 年 以 上 ２ 年 以 上 ２ 年 未 満

 千円 千円 ％ ％ ％ ％ ％
地方債証券 450,000 450,283 59.0 － － － 59.0

（注１）組入比率は、純資産総額に対する評価額の割合です。 
（注２）単位未満は切捨てです。 
（注３）－印は組入れなしです。 
（注４）評価については金融商品取引業者、価格情報会社等よりデータを入手しております。 

 

(B)個別銘柄開示 
国内（邦貨建）公社債   

種    類 銘         柄 利  率 額 面 金 額 評 価 額 償還年月日
  ％ 千円 千円  

地方債証券 平成26年度第２回千葉県公募公債 0.209 150,000 150,076 2019／５／24
 平成26年度第１回福岡市公募公債（５年） 0.209 300,000 300,207 2019／６／26

合   計  450,000 450,283  
（注）額面・評価額の単位未満は切捨てです。 
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■投資信託財産の構成（2019年２月15日現在） 
当      期      末 項              目 

評   価   額 比    率 
 千円 ％

公 社 債 450,283 59.0 
コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 313,094 41.0 
投 資 信 託 財 産 総 額 763,377 100.0 

（注）金額の単位未満は切捨てです。 

 
 

■資産、負債、元本及び基準価額の状況 
2019年２月15日現在 

項          目 当  期  末 

(A) 資 産 763,377,146円

 コ ー ル ・ ロ ー ン 等 312,935,723 

 公   社   債(評価額) 450,283,500 

 未 収 利 息 157,923 

(B) 負 債 82,538 

 未 払 信 託 報 酬 82,538 

(C) 純 資 産 総 額(Ａ－Ｂ) 763,294,608 

 元 本 759,136,573 

 次 期 繰 越 損 益 金 4,158,035 

(D) 受 益 権 総 口 数 759,136,573口

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 10,055円
 
（注記事項） 

期首元本額 765,948,597 円 

期中追加設定元本額 36,989,159 円 

期中一部解約元本額 43,801,183 円 

 

■損益の状況 
当期 自2018年２月16日 至2019年２月15日 

項          目 当     期 

(A) 配 当 等 収 益 3,712,878円

 受 取 利 息 3,882,370 

 支 払 利 息 △   169,492 

(B) 有 価 証 券 売 買 損 益 △ 4,120,014 

 売 買 益 66,623 

 売 買 損 △ 4,186,637 

(C) 信 託 報 酬 等 △   235,965 

(D) 当 期 損 益 金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △   643,101 

(E) 前 期 繰 越 損 益 金 △   695,438 

(F) 追 加 信 託 差 損 益 金 5,496,574 

 (配 当 等 相 当 額) (   5,045,365)

 (売 買 損 益 相 当 額) (     451,209)

(G)   計   (Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 4,158,035 

(H) 収 益 分 配 金 0 

 次 期 繰 越 損 益 金(Ｇ＋Ｈ) 4,158,035 

 追 加 信 託 差 損 益 金 5,496,574 

 (配 当 等 相 当 額) (   5,045,365)

 (売 買 損 益 相 当 額) (     451,209)

 分 配 準 備 積 立 金 15,704,784 

 繰 越 損 益 金 △17,043,323 
 
（注１）(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含み

ます。 
（注２）(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含

めて表示しています。 
（注３）(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、

追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいい
ます。 
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